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令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果分析の報告について 

 

標題について、１学期に６年生を対象として実施し、２学期当初に個人結果をお返ししているところで

す。この度、校内で結果の分析を実施いたしましたので、保護者の方にお知らせいたします。 

 

 さて、この調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査です。測定されたものは学力の一部であり、学

校における教育活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかに

し、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えています。 

 

本年度、本校では、『子どもが動き出す授業の創造』をテーマに「分かりやすい」授業を目指すうえで、

どうすれば子どもが主体的に動き（学び）出すのかを研究しています。本結果分析を学校全体のよりきめ細

かな指導に向けた取組みの推進に生かし、課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善を

図ってまいります。また、生活環境や学習習慣等の結果を踏まえ、子どもたちの自尊感情や自己有用感、倫

理観を育み、人間関係づくりの取り組みを進めることで、基本的生活習慣の定着、生活規律・学習規律等の

規範意識・公共心を高めたいと考えています。今後も本校の取り組みに対してご支援、ご協力をお願いいた

します。 

 

各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただ

きますようお願いいたします。 

 

 

〇本年度の調査内容  

国語、算数、理科、児童質問調査（学習意欲・方法・環境、生活の諸側面等に関する質問） 

 

〇吹田市全体の調査結果の概要 （吹田市のホームページ） 

https://www.city.suita.osaka.jp/kosodate/1018299/1018300/1030189.html 

 

 

https://www.city.suita.osaka.jp/kosodate/1018299/1018300/1030189.html


国語 

１．概要 

・全国平均をやや下回る問題の分類があった。 

・知識・技能の領域での力がついており、成果が見られた。 

・記述式の問題で課題が見られた。 

 

２．問題の分類別の分析 

問題の分類 全国平均比較 分析内容 

言葉の特徴や使い方 やや下回る 
漢字の回答はできていたが、同音異義語で正しく答えられた割合

が落ちていた。漢字の意味を合わせて覚える必要がある。 

情報の扱い方 大きく上回る 読解時の資料活用能力が高い。 

我が国の言語文化 ほぼ同じ 言葉の変化や世代による言葉の違いに気づくことができていた。 

話すこと・聞くこと やや下回る 

自分が聞こうとする意図に応じて話の内容を捉えることができて

いた。しかし、話し合いにおいて、伝え合う内容を検討する問題

に課題が見られた。 

書くこと ほぼ同じ 文章の構成を考える力がついていた。 

読むこと やや下回る 

おおまかな内容を捉えることができていた。しかし、文章の構成

を捉えて要旨を把握したり、文章と図表を結び付けて情報を捉え

たりすることに課題が見られた。 

 

３．《成果と課題、指導改善のポイント》 

読解時の資料活用力や基礎的な知識・技能に係る分類の問題の正答率が高い。しかし、「読むこと」にお

ける内容把握や根拠の説明、また記述式問題に対応した表現力という面に課題が見られた。 

今後は、文章の構成や要旨を捉える活動、根拠を意識して読む活動を増やしていくことで、力をつけてい

きたい。例えば、新聞記事の要約で、指定された語句を用いて、決められた字数に収める学習活動などをし

ていく。また、実生活に結びつけた問題や話し合い活動や資料を読み取り、自分の意見を発表・共有する言

語活動を重視し、実践していく。 

 



算数 

１．概要 

・全国平均とほぼ同じ。 

・選択式では正しく答えられた割合が高かったが記述式の問題では、必要な情報を捉えることに課題が

見られた。 

 

２．問題の分類別の分析 

問題の分類 全国平均比較 分析内容 

数と計算 やや下回る 

たくさんの情報から必要な情報を選んで取り出すことに課題が見

られた。計算の仕方だけでなく、数の構成の理解不足による誤答

が多いと考える。 

図形 やや上回る 
角や台形の定義を理解し、演繹的に問題を書き決することが比較

的できていた。 

量と測定 下回る 
目盛を読んで、測定することに課題が見られた。図の中のどの情

報を選んで、考えていけばいいのかを考えるのに苦手さがある。 

変化と関係 下回る 
たくさんの情報から必要な情報を取りだし、二つの量の関係を読

み取ることに課題が見られた。 

データの活用 やや下回る 
たくさんの情報から必要な情報を選んで取り出すことに課題が見

られた。 

 

３．《成果と課題改善》 

記号で解答する形式の問題について正しく答えられた割合が高く、基礎的な知識の定着が見られた。しか

し、問題文が長く、情報量が多いと、必要な情報を捉えられていない様子が見られた。このため、「長い問

題文を読み取る力」を身につけるために、国語とも連動しながら学習を進めたり、読書の時間を増やしたり

する。また「どの情報が、解決に必要なのかを判断し選ぶ力」を身につけるために、日々の生活の中から算

数に関する問いを見つけて、日常生活の中から必要な情報を取り出して解決する経験を積む。「本質の理

解」をするためには、ふと思った「なぜ？」を大切にし、深く考える姿勢を大切にしていくような活動をし

ていく。 

 

 

 



理科 

１．概要 

・本校児童の正答率は全国値とほぼ同じである。 

・知識を基に、概念的理解しているかどうかをみる問題で、全国値を下回る傾向が見られた。 

・事象から分かること等に記述式で回答する問題では、すべての問題で無回答１０％を超えていた。 

 

２．問題の分類別の分析 

問題の分類 全国平均比較 分析内容 

エネルギー 上回る 

電気を通すもの、磁石に引き付けられるものの知識では、全国

値とほぼ同じだったが、正しく答えられた割合が１５％と低く

課題が見られた。 

粒子 下回る 

水の温まり方について、正しい実験方法を理解することができ

ていた。しかし、水の蒸発について、温度による水の状態が変

化するという知識を基に概念的に理解しているかということに

おいては課題が見られた。 

生命 上回る 

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識は身についている。

しかし、顕微鏡の操作について適切な技能を身につけることに

は課題が見られた。 

地球 下回る 

粒の大きさによる水のしみこみ方の違いについて実験の方法を

正しく表現することはできていた。 

実験結果を基に結論を導いた理由を記述する問題では、条件に

合わせて書くところに課題が見られた。 

 

３．《成果と課題改善》 

日頃の実験やその結果のまとめをすることにより、基本的な知識が身についてきている。しかし、得た知

識を概念化することや、条件をそろえて記述することに課題がみられた。このため、日常的に「振り返り」

を書くなどして、「どういうことが分かったのか」ということを自分の言葉で表現する習慣をつけていきた

いと考えている。また、結果を基に「問い」を立て、それを実証できる実験を考えて書く練習も必要と感じ

た。また、選択式でも無回答が見られたので、最後まで問題に取り組む練習や時間配分を考える習慣も身に

つけていきたい。 

 

 

 



児童質問調査（学習意欲・方法・環境、生活の諸側面等に関する質問） 

１．質問回答の分析 

質問（略文） 全国平均比較 分析内容 

【朝食】 

【睡眠時間】 
上回る 

ほとんどの児童が朝食を食べている。就寝時間は全国平均と比

べ不規則あるものの、起床時間は、全国平均と比べても生活リ

ズムは規則正しいといえる。 

【自分には良いところがある】 上回る 
自己肯定感が高い児童は多いが、低い児童もいる。自分をより

深く知る機会を作り、自己肯定感を高められるようにする。 

【人が困っているときに助けるか】 下回る 

相手を助けたい気持ちがあるが「助けていますか」という質問

では、全国平均より低い。そういった場面に出会うことが少な

い、もしくは、周りの状況や存在に気づいていない可能性等が

考えられる。自分の周りにも関心をもち、人とのつながりを大

切にする気持ちを伸ばしていく。 

【友達関係には満足している】 下回る 
周りを頼っていいこと、関わり方、助け方を伝えていく。周り

を見る経験、コミュニケーションを図り解決できる力がつくよ

うに支援していく。 

【大人に相談できるか】 

【先生は認めてくれている】 

【学校は楽しい】 

【幸せな気持ちになる】 

上回る 

日ごろの生活面・学習面ともに、児童の観察、丁寧な声かけを

今後も継続していく。ICT を活用した相談体制を活用しながら、

表情などの様子を注意深く観察し、教員間の連携をとりながら

適切に相談できる環境を作っていきたい。また、児童の頑張り

を見逃さずに認め、充実した学校生活を目指す。 

【読書が好き】 上回る 
学校での図書の時間を保障するとともに、学年等に応じておす

すめ図書紹介等の取り組みを進めていく。 【読んでいる時間】 

【家に本がどれくらいあるか】 
下回る 

【タブレットの活用について】 下回る 
プレゼンテーションアプリの活用能力は高い。考えの共有や比

較、課題解決に向けた協同的な活動における ICT の活用をより

充実していきたい。 

【自分の考えを発表する】 

【学びを生かし、考えをまとめる】 
大きく上回る 

６年間通して、資料の作成や自分の考えを工夫して伝える経験

を積み重ねている。 

   

【教科の学習に対して】 

・好き・得意と思っている児童は多い。答えを導き出すために工夫したり考えが

伝わるように書いたりすることは、肯定的回答が全国平均と比較して多い。 

・学習内容が将来役立つと考えている割合は全国平均と比較して少ない。 

・理科は、好き・得意と思っている児童は否定的な回答が平均を上回っている一

方で、普段の生活の中で活用できている・自然の中で理科に関する疑問を持っ

たり問題を見出したりするという割合は全国平均と比較して多い。 

【学習環境・生活環境について】 
・地域行事への参加、清掃活動への参加が、全国値を下回っている。 

・「学校のきまりを守っている」児童は全国値より低い。 

２．《成果と課題改善》 

学習意欲が高く、経験したことに関しては自信を持てている児童が多い。普段の学びを生活や将来の

夢とつなげて考えられるようにしていくことが大切と考える。教員に認められていると感じている児童

は多いので、今後も一人ひとりの気持ちを受け止め、自信を持たせられるような授業やかかわりを増や

していく。自分の考えを発信できる機会を増やし、成功体験を積み重ねていくことで、かかわる大人だ

けでなく周りの友だちからも認められていると感じられるよう取り組んでいく。 


